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Sodiui density distributions have been Measured over more than　30　nights since July

1991 at Tokyo Hetropolitan University. The lidar consists of a dye laser that is pumped

by a pu且se　掴:TAG laser.闇e usually have observed wavelike structures in the sodium

且ayers and soietimes have encountered several sporadic sodium layers. Recently, lidar

leasureients of iron atoms have been also performed and measurements of ionic calcium

and sodium teiperaもure in the lesopause region are planned at Tokyo Metropolitan Univ.

L_LjL_じ_め_に　　1991年7月から都立大学において開始している中間圏Na.層の観測状況の紹介､

Fe､ Ca了などの初期的な観測結果､ Na原子のDoppler幅を利周した中間圏大気温度の測定計画等につ

いて述べる｡

望｡_　顧‥園_圃国亀腰姐題　　　都立大学においては1991年7月に中間圏Na層のライダー観測を開始し､

且992年3月現在でSOnights以上の観測を行っている｡ Table lに都立大学のNa.ライダーの諸元を示

す｡送信レ-ザは繰り返しIOHzのNd:YAGレ-ザの第2高調波により励超された色素レ-ザを用いて

いる｡紬層のピークにおけるS/Nが約10に達することを1回の窮潮の積算時間の目標としており､

受信鏡の口径が280mmと比較的小さいためにその観測時問は約8分掌(5000ショット)である｡ Fig.1

に親潮例を示す｡生データは距離分解能100mで取り込んでいるが､この図では4kmのローパスフィ

ルターをかけている｡大気重力波の影響を受けていると思われる時間とともに下向きに動く位相変

動が見られる｡一方､大気重力波以外の影響を安はていると思われる上向きの位相変動もしばしば

見られる｡

Tab且e 1 Specifications of the sodiui

1idar

Laser

Pulse Energy(589nm) 100mJ

もinewidも　　　　　　　　　2pm

pu且se Rat IOpps

Pu且se Length　　　　　　6ns

あeai Divergence 0.1盈rad

Receiver

Telescope　　　　　　　　280i皿¢

Field of View 0.5irad

optical Band潤idth　　2.1nra(FWHM)

Range Resolution loom

23:05 01:35

Fig.1 Na density profiles Measured during the

nighttime of Janualy 14,1992　at Tokyo
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Senft et al.(且989)などは､通常のNa層に重畳する形で半値幅が約1-2kiの鋭いピークを持つNa

層をsporadic Na層と呼んでいる｡ sporadic Na層は､極域と低緯度においては額繁に観測されるが､

中緯度においては出現嬢度が少ないとされてきた｡我々の観測地点(36oN.139oE)は中緯度に位置し

ているが､今までに数回この現象を捕らえることができた｡ Fig.2に1991年9月6日20時28分から21

時56分(local tiie)の間に観測したsporadic Na層の例を示す,Zahn and Hansen(1988)は､sporadic

Na層とsporadic E層(電離層)をライダー観測点と約150km離れた点でのionosonde観測結果との問で

密接な関係にあることを示して

いるが､我々の観測点から北東

約14kiに位置する通信総合研究

顔(国分寺)でほぼ同時刻に観測

されたionosondeのデータによる

と､ foEsはsporadic Na層発生時

に前後の時刻より高くなってい

るが､特に顕著な増加とは思わ

れない｡むしろ北へ離れている

稚内の観測に大きなfoEsが現れ

ている｡今後sporadic E層の発

生しやすい春から夏に　sporadic

Na層の高い頻度の観測が期待で

きる｡
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Fig｡2　Sequence of Na density profiles of the

sporadic Na layer

She et al.(1990)は､ Na層のライダー観測により中間圏界面

付近における温度分布の観測に成功している｡我々も金属元素層を利用した中間圏界面における温

度分布の観測を計画している｡中間圏温度分布の測定は､その高度での大気密度分布に置き換える

ことができるため､ Na層を大気重力波のトレーサとして用いるよりは直接的に大気重力波を捕らえ

ることができると同時に､偽の測定法に比べて高

瀬度の温度分布の測定が可能である｡

･　　　　　~　　　　　　　　　Na層は大気重力

波のト　レーサとして定着しているかに見えるが､

Na,層生成論における化学反応過程の時定数が大気

運動適度に比べて長いという仮定が前提になって

いる｡これらの仮定を検証するためには生成論の

確立が必要である｡生成論の確立の糸口とするた

.めにNa以外の元素の観測が必要であると考えられ

る｡またsporadic Na層と電離層との関連を調べ

るためにも金属イオンの観潮は重要である｡現在､

我々のライダーで観測可能な鉄とカルシウムイオ

ンの観測準備を行っている｡鉄の初期的な観測に
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成功したので､その観測例をFig.3に示す｡　　　　　Fig.3　A profile of lesospheric Fe layer
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